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お 知 ら せ 版 お 知 ら せ 版 

5月15日号 

平成18年（2006）

国見総合支所からのお知らせ 
｢国見Ｂ＆Ｇ海洋センター｣ 
プール開きのお知らせ 

　国見Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、５
月27日g午後１時からプール開きを
します。当日は、午後１時から９時
までの間プールを無料開放します。
　なお、５月28日aからは有料とな
ります。
使用料（一人あたり）中学生以下　
50円、高校生以上　100円
※市外居住者は各倍額
開放時間　午前９時～午後９時（午
後５時以降、中学生以下は保護者同
伴とします）
※正午から午後１時までは使用でき
ません。

休館日　月曜日
問い合わせ 
国見Ｂ＆Ｇ海洋センター 
10978*20770 
 
武蔵総合支所からのお知らせ 

自然休養村「美郷」の 
テニスコート使用について 

　自然休養村「美郷」は、合併に伴
い、宿泊や食事などの業務を終了し
ました。
　つきましては、５月22日bから、

テニスコート使用を次のとおりとい
たしますので、お知らせします。
使用時間 
午前８時30分～午後10時
予約の受付 
　平日の午前８時30分から午後５時
の間に、武蔵総合支所地域産業課に
来所又は電話で予約をしてください。
※土・日曜日、祝日に使用したい方
は、当日の受付はできませんので、
その前の金曜日までに予約をお願
いします。

使用するときは 
　平日の午後５時までは地域産業課
で、午後５時以降は、武蔵Ｂ＆Ｇ海
洋センターで鍵を借りてください。
使用料金について 
（一人２時間あたり） 
◆平日・土曜日 
　市内居住者…310円
　市外居住者…630円 
◆日曜日・祝日 
　市内居住者…420円 
　市外居住者…940円 
※１時間超えるごとに100円の追加
料金が必要です。

※照明を使用する場合は別途210円
（コート一面につき１時間あたり）
が必要です。

問い合わせ 
武蔵総合支所地域産業課 
10978 8̂1115 
 
 催し 
第9回武蔵町ホタルまつり 
（主催：武蔵町ホタルを育てる会） 

日時　６月３日g　午後５時～ 
※雨天の場合は４日a 
場所　武蔵町麻田　報恩寺公園 
内容 
◆びっくり夜市　午後５時～８時 
町の特産物・商工会による特製カ
レーライス等の販売 
◆親子シャボン玉遊び 
　午後５時～６時 
◆ホタル公園施設見学 
　午後５時～６時 
「武蔵町ホタルを育てる会」の会
員による説明があります。 
◆ミニコンサート 
　午後６時30分～７時40分
保育園児・小学生の歌や合唱、ひ
ょっとこ踊り等 
◆ホタル鑑賞会　午後８時～ 
問い合わせ 
武蔵総合支所地域産業課商工観光係 
10978 8̂1115
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　ＮＨＫ大分放送局と国東市では、
ＮＨＫ衛星第２テレビで放送してい
る「俳句王国」の公開収録を実施し
ます。 
　日本語の美しさ、こまやかな季節
感を堪能できる「俳句」の持つ魅力
を伝えるだけでなく、「この句を作
ったのは一体誰か？」「この句の本
当の意味は？」など、推理の要素を
合わさった知的エンターテインメン
ト番組です。 
　主宰に地元別府を拠点に活動して
いる倉田紘文さんを迎えてお送りし
ます。 

主催　ＮＨＫ大分放送局、国東市 
日時　平成18年 6月24日G 
　　　開場予定：午後１時 
　　　終演予定：午後３時30分 
会場　アストくにさき 
　 　　（国東市国東町鶴川160-2） 
出演〔主宰〕倉田　紘文 
　　〔ゲスト〕未定 
　　〔司会〕板倉卓人アナウンサー 
　　　　　　神野　紗希 
〈観覧申込方法〉 
（整理券1枚でお二人まで入場可） 
入場は無料ですが整理券が必要です。
必ず郵便往復はがきでお申し込み下さい。 

締切　6月5日B　必着 
〈注意事項〉 
¡お寄せいただいた作品の中からいくつかを番
組の中で紹介します。 

¡応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券を
お送りいたします（落選された方にもその旨を通
知します）。 

¡１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。 

NHK‐ＢＳ２ 公開収録  

観覧者募集 
①郵便番号 
②住　　所 
③お名前 
④電話番号 
※投句希望の方のみ 
⑤自由題で 
　未発表の 
　句を一句 

ご
　
住
　
所 

お
　
名
　
前 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局 

「
俳
句
王
国
」
係 

返信 往信 

870-8660
（
住
所
不
要
） 

※
白
紙
の
ま
ま 

【往信用表面】 【返信用裏面】 【返信用表面】 【往信用裏面】 

問い合わせ 
ＮＨＫ 大分放送局「俳句王国」係 
1097-533-2800
（午前10時～午後６時　土・日・祝日除く） 
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催
し 

弥
生
の
ム
ラ 

ホ
タ
ル
籠
づ
く
り
と
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

　
弥
生
の
ム
ラ
市
歴
史
体
験
学
習
館
で
は
、

６
月
３
日
g
午
後
７
時
か
ら
、
ホ
タ
ル
籠
づ

く
り
と
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
６
月
の
風
物
詩
、
ホ
タ
ル
の
青

白
い
ま
た
た
き
を
間
近
で
見
て
夏
越
の
季
節

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時
　
６
月
３
日
g
　
午
後
７
時
〜 

雨
天
の
場
合
は
ホ
タ
ル
籠
づ
く
り
の
み
の
開
催 

場
所
　
弥
生
の
ム
ラ
市
歴
史
体
験
学
習
館 

発
掘
体
験
舎
前 

問
い
合
わ
せ 

市
歴
史
体
験
学
習
館
　
学
芸
調
査
係 

1
０
９
７
８
&2
２
６
７
７

 第
51
回
『
大
分
県
一
村
一
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

武
蔵
大
会
 

〜
健
康
と
ふ
れ
あ
い
・
生
き
が
い
〜
ふ
る
さ

と
再
発
見
〜 

　
毎
月
１
回
、
１
市
町
村
ず
つ
、
５
年
間
か

け
て
県
内
58

市
町
村
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行

う
『
大
分
県
一
村
一
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
の
第

51
回
は
、
「
エ
ア
ポ
ー
ト
武
蔵
未
来
展
望
ウ
ォ
ー

ク
」
と
題
し
て
、
六
郷
満
山
仏
教
文
化
の
栄

え
た
地
域
で
絶
好
の
自
然
環
境
を
誇
っ
て
い

る
武
蔵
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
６
月
11
日
a
　
午
前
９
時
受
付

集
合
場
所
　
武
蔵
農
村
公
園

主
催
　
大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

参
加
料
　
会
員
は
無
料
。
会
員
外
は
３
０
０
円 

昼
食
は
各
自
持
参

コ
ー
ス
　
10
㎞
コ
ー
ス
・
20
㎞
コ
ー
ス

問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会 

1
０
９
７
‐
５
５
２
‐
０
８
６
７ 
 

 

講
座 

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習
 

日
時
　
７
月
23
日
a 

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　
大
分
市
　
新
日
鉄
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー

「
攻
玉
寮
」

講
習
種
別
　
１
類
・
４
類
・
６
類
（
各
甲
乙
種
）

受
付
期
間
　
６
月
19
日
b
〜
７
月
14
日
f

受
講
申
請
書
の
交
付 

各
消
防
本
部
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

受
付
及
び
問
い
合
わ
せ 

7
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会 

1
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５ 

 

設
備
士
再
講
習
（
法
定
義
務
）
を 

受
講
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

　
こ
の
再
講
習
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
、
５

年
に
１
回
（
初
回
は
３
年
）
以
内
に
受
講
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
大
分
県
液
化
石
油
ガ
ス
教

育
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
し
な
い
場
合
は
、
免
状
の
返
納

を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

日
時
　
６
月
８
日
e
・
９
日
f 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

問
い
合
わ
せ 

大
分
県
液
化
石
油
ガ
ス
教
育
事
務
所 

1
０
９
７
‐
５
５
８
‐
５
４
８
３ 

  

募
集 

平
成
18
年
度
人
権
ポ
ス
タ
ー
作
品
を 

募
集
し
ま
す 

　
大
分
県
で
は
、
人
権
意
識
の
普
及
・
高
揚

を
図
る
た
め
に
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

作
品
の
内
容
　
「
す
べ
て
の
人
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
」
「
認
め
合
い
、
助

け
合
い
、
支
え
あ
う
社
会
を
め
ざ
す
も
の
」
「
差

別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す
も
の
」
な
ど
人
権

意
識
の
普
及
、
高
揚
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る

こ
と 

作
品
の
規
定
　
サ
イ
ズ
は
Ｂ
２
も
し
く
は
Ｂ

３
に
限
り
ま
す
。
彩
色
・
技
法
は
自
由
。
応

募
作
品
の
裏
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
資
格
　
県
内
に
在
住
、
又
は
県
内
の
企

業
・
学
校
等
に
通
勤
・
通
学
す
る
方 

募
集
期
間 

５
月
８
日
b
〜
６
月
30
日
f
（
必
着
） 

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先 

大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課 

1
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
１
７
７ 

  

お
知
ら
せ 

退
職
船
員
の
健
康
管
理
手
帳
制
度
の 

導
入
に
つ
い
て 

　
昨
年
か
ら
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
被
曝

に
よ
る
健
康
被
害
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
船
舶
の
機
関
室
な
ど
に
お
け
る

石
綿
被
曝
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
船
員

が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省

で
は
、
平
成
17

年
12

月
15

日
か
ら
退
職
船
員

に
対
す
る
健
康
管
理
手
帳
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
船
内
に
お
い
て
石
綿
を
取

り
扱
う
業
務
等
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
健

康
被
害
を
受
け
た
船
員
退
職
者
（
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
写
真
等
に
よ
り
石
綿
被
曝
に
係
る
一

定
の
所
見
が
あ
る
と
専
門
の
医
師
に
よ
り
診

断
さ
れ
た
方
）
に
対
し
て
、
健
康
管
理
手
帳

を
交
付
し
、
手
帳
交
付
後
は
指
定
さ
れ
た
医

療
機
関
に
お
い
て
年
２
回
無
料
健
康
診
断
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
被
害
を
受
け

た
退
職
船
員
の
健
康
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。 

相
談
・
申
請
窓
口 

九
州
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部
　
船
員
労
働

環
境
課  

1
０
９
３
‐
３
３
２
‐
８
０
９
３ 

大
分
運
輸
支
局 

1
０
９
７
‐
５
２
１
‐
２
０
１
０ 

 

電
波
と
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

　
電
磁
波
が
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

医
学
・
工
学
・
行
政
の
各
分
野
の
専
門
家
が

分
か
り
や
す
く
お
話
い
た
し
ま
す
。 

日
時 

７
月
７
日
f
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所 

第
２
ソ
フ
ィ
ア
ビ
ル
２
Ｆ
ソ
フ
ィ
ア
ホ
ー
ル 

（
大
分
市
東
春
日
町
17
‐
20
） 

参
加
　
無
料 

定
員
　
１
０
０
名
（
先
着
順
）  

内
容 

「
安
心
し
て
電
波
を
利
用
す
る
た
め
に
」 

　
講
師
　
宮
山
　
浩
一
　
氏 

総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
　
電
波
部
電
波

環
境
課
専
門
職  

「
電
波
防
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」 

　
講
師
　
藤
原
　
　
修
　
氏 

　
名
古
屋
工
業
大
学
院
　
工
学
研
究
科
教
授  

「
電
波
の
生
体
影
響
に
関
す
る
研
究
」 

　
講
師
　
宮
越
　
順
二
　
氏 

　
弘
前
大
学
　
医
学
部
保
健
学
科
主
任
教
授 

問
い
合
わ
せ 

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
　
電
波
監
理
部
電

波
利
用
環
境
課 

1
０
９
６
‐
３
６
８
‐
８
６
５
６ 

 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海 

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
『
未
来
に
残
そ
う
青
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い
海
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
６
月
５
日
か
ら

11

日
ま
で
を
『
海
洋
環
境
保
全
推
進
週
間
』

と
定
め
、
海
洋
環
境
保
全
の
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。 

　
海
の
環
境
を
守
る
た
め
、
廃
船
の
適
正
処

理
や
野
焼
き
禁
止
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ 

大
分
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課 

1
０
９
７
‐
５
２
１
‐
０
１
１
４ 

 

平
成
18
年
度
大
分
県
調
理
師
試
験 

試
験
期
日 

８
月
８
日
c
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

試
験
会
場
　
別
府
大
学

受
験
資
格 

　
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
に
お
い
て
２
年

以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
者

願
書
受
付
期
間
　
６
月
19
日
b
〜
23
日
f 

受
験
手
数
料
　
６
、
２
０
０
円 

願
書
の
配
布
先
及
び
提
出
先 

県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
支
所
を
含
む
）

及
び
保
健
所 

問
い
合
わ
せ 

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課 

1
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１ 

内
線
２
６
６
７ 

 

浄
化
槽
法
定
検
査
に
つ
い
て
の
お
願
い 

　
浄
化
槽
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
う
え
で
大
変
効
果

の
あ
る
設
備
で
あ
り
、
そ
の
維
持
管
理
を
適

正
に
行
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。 

　
そ
の
た
め
浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
「
法
定

検
査
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
「
法
定
検
査
」
に
は
、
適
正
な
設
置
と
所

定
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判

定
す
る
「
７
条
検
査
」
と
毎
年
１
回
定
期
的

に
行
い
、
平
常
の
保
守
点
検
・
清
掃
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
「
11

条
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
「
法
定
検
査
」
を
受
検
す
る
た

め
に
は
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
「
指

定
検
査
機
関
」
に
浄
化
槽
の
設
置
者
自
ら
が

申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
生
活
環
境
の
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上
の

た
め
に
積
極
的
な
「
法
定
検
査
」
の
受
検
を

お
願
い
し
ま
す
。 

〈
検
査
手
数
料
〉  

○
７
条
検
査 

　
単
独
処
理
浄
化
槽
…
９
、
５
０
０
円
〜 

　
合
併
処
理
浄
化
槽
…
１
０
、
０
０
０
円
〜 

○
11
条
検
査 

　
単
独
処
理
浄
化
槽
…
４
、
０
０
０
円
〜 

　
合
併
処
理
浄
化
槽
…
５
、
０
０
０
円
〜  

※
料
金
や
検
査
に
つ
い
て
の
詳
細
は
左
記
検

査
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

法
定
検
査
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

大
分
県
知
事
指
定
検
査
機
関 

財
団
法
人
　
大
分
県
環
境
管
理
協
会 

1
０
９
７
‐
５
６
７
‐
１
８
５
５ 
  

相
談 

子
ど
も
の
悩
み
電
話
相
談 

〜
子
ど
も
の
悩
み
・
親
の
悩
み
を
ご
相
談
く

だ
さ
い
〜 

　
県
で
は
、
中
・
高
校
生
年
代
の
青
少
年
を

中
心
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
「
子
ど
も
の
悩

み
電
話
相
談
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
人
、

保
護
者
ど
ち
ら
の
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

電
話
番
号
　
０
９
７
‐
５
３
８
‐
２
８
９
２ 

受
付
時
間 

午
後
１
時
〜
９
時
（
月
〜
金
曜
日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
） 

委
託
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ア
ス
パ
ル 

問
い
合
わ
せ 

大
分
県
生
活
環
境
部
私
学
振
興
・
青
少
年
課 

1
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
０
７
５ 

 

困
っ
た
と
き
の
法
律
相
談 

　
大
分
県
弁
護
士
会
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
や
借
地
・

借
家
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
く
ら
し
の
中
で
起
こ
っ

た
問
題
に
お
答
え
す
る
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
、

有
料
（
30
分
に
つ
き
５
、
０
０
０
円
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

開
催
日
時 

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
） 

午
後
２
時
〜
５
時 

場
所
　
ア
ス
ト
く
に
さ
き
・
小
会
議
室 

予
約
・
問
い
合
わ
せ 

大
分
県
弁
護
士
会
　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

1
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
４
５
８ 

  

福
祉 

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す 

請
求
期
限
は
、平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
で
す 

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変
地

の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に

対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
請
求
用
紙
は
、
国
東
市
福
祉
事
務
所
、

国
見
・
武
蔵
・
安
岐
各
総
合
支
所
地
域
市
民

健
康
課
の
福
祉
係
に
用
意
し
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室 

1
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２ 

 

平
成
18
年
度 

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

日
時
　
６
月
８
日
e 

　
受
付
…
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
ま
で

　
検
査
・
診
察
開
始
…
午
前
11
時
〜

場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
鳴
荘

安
岐
町
下
山
口
58
番
地 

1
０
９
７
８
7̂
２
６
２
６ 

内
容 

a
対
象
者 

①
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
い
方
、
又
は
既
に
所
持
し
て
い
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
等
級
を
変
更
し
た
い
方 

②
義
肢
、
装
具
、
車
椅
子
及
び
補
聴
器
等
の

補
装
具
の
給
付
を
受
け
た
い
方
　 

③
そ
の
他
身
体
障
が
い
者
福
祉
に
係
る
各
種

制
度
等
の
相
談
を
し
た
い
方 

s
診
察
科
目 

①
肢
体
不
自
由 

　
大
分
大
学
医
学
部
　
藤
川
陽
祐
　
医
師 

②
聴
覚
障
が
い 

　
杵
築
市
　
一
宮
一
成
　
医
師 

※
担
当
医
師
は
、
当
日
の
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他 

a
既
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

当
日
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

s
診
察
の
際
に
参
考
と
な
る
診
断
書
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
、
補
装
具
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

d
「
聴
覚
障
が
い
」
に
つ
い
て
は
午
前
中
に

聴
力
等
の
測
定
を
し
、
該
当
の
可
能
性
が

あ
る
場
合
は
午
後
か
ら
医
師
に
よ
る
診
察

を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

f
当
日
の
診
察
及
び
診
断
書
に
か
か
る
費
用

は
無
料
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
国
東
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係 

1
０
９
７
８
&2
５
１
６
４
　
内
線
１
４
８ 



4

活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す 

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
赤
十
字
社
の
創
設

者
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
の
誕
生
日
（
５
月

８
日
）
で
あ
る
世
界
赤
十
字
デ
ー
や
日
本
赤

十
字
社
の
創
立
記
念
日
（
５
月
１
日
）
な
ど
、

赤
十
字
に
ゆ
か
り
の
深
い
５
月
を
「
赤
十
字

社
員
増
強
運
動
月
間
」
と
し
て
、
「
守
ろ
う

人
間
の
尊
さ
を
」
を
赤
十
字
運
動
標
語
に
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
赤
十
字
事
業
に
対
す
る

理
解
と
社
員
募
集
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

　
赤
十
字
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
日
本
赤
十
字
社
員
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。 

社
資
額 

普
通
社
員 

　
一
世
帯
あ
た
り
５
０
０
円
を
目
標
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

特
別
社
員 

　
２
、
０
０
０
円
（
毎
年
２
、
０
０
０
円
以

上
で
累
計
が
２
万
円
、
又
は
一
時
に
２
万
円

以
上
納
付
の
場
合
、
特
別
社
員
章
等
表
彰
が

あ
り
ま
す
） 

運
動
期
間
　
５
月
１
日
b
〜
31
日
d 

納
入
期
限
　
５
月
31
日
d 

納
入
場
所
・
問
い
合
わ
せ 

国
東
市
福
祉
事
務
所 

福
祉
対
策
課
総
務
係 

1
０
９
７
８
&2
５
１
６
４ 

国
見
総
合
支
所 

地
域
市
民
健
康
課
福
祉
係 

1
０
９
７
８
*2
１
１
１
２ 

武
蔵
総
合
支
所 

地
域
市
民
健
康
課
福
祉
係 

1
０
９
７
８
8̂
１
１
１
２ 

安
岐
総
合
支
所 

地
域
市
民
健
康
課
福
祉
係 

1
０
９
７
８
7̂
１
１
１
４ 

  

健
康 

第
14
回
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル 

対
象
者 

　
平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
、
80
歳
以
上
（
大

正
15
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
持
し
て
い
る
方

応
募
期
間
　
５
月
25
日
e

申
込
・
問
い
合
わ
せ 

国
東
保
健
所
地
域
保
健
課 

1
０
９
７
８
&2
１
１
２
７ 

 
平
成
18
年
度 

保
健
栄
養
教
室
受
講
生
を
募
集
し
ま
す 

実
施
時
期 

　
平
成
18

年
６
月
〜
平
成
19

年
３
月
の
第
３

も
し
く
は
第
４
木
曜
日
　
１
回
／
月
（
計
10
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

会
場
　
国
東
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容 

　
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
、
地
域

で
の
活
動
に
つ
い
て
の
講
義
や
実
習
な
ど
。

自
己
負
担
　
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
人
数
　
20
名
程
度

申
込
期
限
　
６
月
２
日
f 

※
詳
し
い
日
程
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

受
講
者
へ
後
日
、
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
教
室
の
修
了
生
は
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
会
員
と
な
り
、
地
域
の
健

康
増
進
の
た
め
の
活
動
に
参
加
し
ま
す
。 

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ 

国
見
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

1
０
９
７
８
*2
１
１
０
８ 

国
東
保
健
セ
ン
タ
ー 

1
０
９
７
８
&3
２
４
５
０ 

武
蔵
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

1
０
９
７
８
8̂
１
１
８
４ 

安
岐
地
域
市
民
健
康
課 

1
０
９
７
８
7̂
１
１
１
４ 

４
月 

５
日
　
国
東
町
浜
崎
　
　
秦
　
和
香
奈 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
承
・
雅
代
） 

８
日
　
武
蔵
町
池
ノ
内
　
佐
藤
　
健
悠 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
就
・
ひ
と
み
） 

11
日
　
国
見
町
q
来
　
　
松
本
　
　
陸 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
利
・
さ
よ
り
） 

12
日
　
武
蔵
町
手
野
　
　
松
下
　
星
海 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
樹
・
ゆ
か
り
） 

　
　
　
国
見
町
中
　
　
　
合
原
　
颯
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
利
・
智
美
） 

19
日
　
武
蔵
町
糸
原
　
　
重
末
　
幸
輝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
宏
・
陽
子
） 

　
　
　
国
東
町
安
国
寺
　
岡
田
　
昂
己 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
明
・
美
和
） 

４
月 

15
日  

安
岐
町
山
浦
　
　
河
野
　
イ
セ  

86
歳 

16
日  

国
見
町
q
海
　
　
田
邉
　
　
恆  

95
歳 

17
日  

国
東
町
横
手
　
　
岡
　
　
正
利  

73
歳 

　
　  

安
岐
町
下
山
口
　
瀧
口
　
次
生  

90
歳 

　
　  

安
岐
町
下
原
　
　
西
村
　
　
茂  

82
歳 

18
日  

国
東
町
見
地
　
　
佐
藤
　
光
三  

72
歳 

　
　  

安
岐
町
馬
場
　
　
古
原
　
良
吉  

76
歳 

19
日  

国
東
町
東
堅
来
　
田
口
ト
ミ
子  

89
歳 

　
　  

安
岐
町
下
原
　
　
竹
下
ハ
ツ
ヱ  

78
歳 

21
日  

国
東
町
鶴
川
　
　
佐
野
キ
ヌ
ヱ  

88
歳 

22
日  

国
東
町
浜
　
　
　
青
木
　
正
信  

84
歳 

　
　  

武
蔵
町
糸
原
　
　
瀧
口
ヒ
デ
子  

85
歳 

　
　  

国
見
町
赤
根
　
　
河
野
サ
ナ
エ  

67
歳 

23
日  

国
東
町
見
地
　
　
佐
　
モ
ト
ヱ  

93
歳 

24
日  

国
見
町
野
田
　
　
吉
田
　
正
臣  

72
歳 

25
日  

国
東
町
川
原
　
　
後
　
　
静
馬  

91
歳 

　
　  

国
東
町
浜
　
　
　
日
野
上
道
晴  

78
歳 

26
日  

国
見
町
向
田
　
　
猪
野
　
厚
生  

56
歳 

　
　  

安
岐
町
吉
松
　
　
後
藤
ヤ
ス
ヱ  

75
歳 

28
日  

国
見
町
赤
根
　
　
大
石
ツ
ヨ
カ  

89
歳 

　
　  

国
見
町
中
　
　
　
鹿
島
　
忠
吉  

93
歳 

29
日  

安
岐
町
掛
樋
　
　
浅
井
サ
キ
ヱ  

80
歳 

（
　
　
）内
は
保
護
者
の
名
前 

（
４
／
16
〜
30
ま
で
の
届
出
分
） 

（
４
／
16
〜
30
ま
で
の
届
出
分
） 

お
誕
生
お
め
で
と
う
Y

お
誕
生
お
め
で
と
う
Y
　（
敬
称
略
） 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
　（
敬
称
略
） 

け
ん 

ゆ
う 

か 

わ 

な 

り
く 

せ
い 

あ 

は
や 

と 

こ
う 

き 

い 

ぶ 

き 
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R213号 

通行止区間 

迂
回
路 

地蔵トンネル 

走
水 

ト
ン
ネ
ル 

両子 
トンネル 

成
仏 

杵
築
線 

行入 
トンネル 

国見町 

国東町 

武蔵町 

安岐町 

杵築市 

豊後高田市 

54431

31

548

709

485

55

29

652

405

29

山香国見線（国東市国見町赤根）の 
通行止めに対するお知らせ 

― 長期間通行止めにてご迷惑をおかけしております ― 

大分県国東土木事務所 
管理保全課管理保全班 
10978&21321

■問い合わせ 

　大分県の土木行政につきましては、平素から

格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとう

ございます。

　当箇所は、平成17年９月６日の台風14号の降

雨により斜面が崩壊し、交通規制につきましては、

片側交互通行を行ってまいりました。平成17年

12月12日に道路災害復旧事業で国の査定を受け

て採択され、17年度内復旧の予定でしたが、平

成18年１月に当時の国見町役場経由で地元から、

山が滑っているという情報があり、現地調査を

行った結果、地滑りの兆候があったため、地盤

伸縮計を設置し監視してまいりました。平成18

年３月の降雨で大きな地すべりの活動があり、

降雨量が多くなると活発化が予想されるため、

４月10日の降雨で全面通行止の規制を行いました。

　その後の地盤伸縮計観測の結果活動が活発化

しており、また斜面には巨大な転石もあり、車

両及び通行者の安全確保のため、全面通行止を

７月末日まで行います。

　現在は、平成17年12月12日の復旧工法では不

安定であるため、再度工法検討をして、国の査

定を受けるため測量・調査を行っています。本

復旧までには相当な期間が必要なため仮設防護

柵を設置し、本年８月以降には片側交互通行が

可能なようにいたします。

　道路利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけし

ておりますが、当事業につきまして、ご理解と

ご協力を賜りますようお願いいたします。なお、

迂回路の案内をしていますが、道幅の狭小な箇

所もあり、十分注意をされて通行なされるよう

に重ねてお願いいたします。また不明な点・要

望については、下記に問い合わせをくださるよ

うお願いします。 

平成18年５月11日



市営中団地 

市営八坂団地 

 
市営大熊毛団地 

市営重藤団地 

市営松原団地 

市営田深第2団地 

 

 

 

 
武蔵グリーンヒル 

 

 

 

武渓住宅 

向陽台団地 

糸原住宅 

つつじヶ丘団地 

 
県営月山団地 

市営日向住宅 

市営かえで住宅 

市営楓江住宅 

県営小川住宅 

住　　宅　　名 

1B－1－D号

1B－4－2号

2B－1－1号

2B－1－3号

11－1号

2号

7－2号

4－1号

4－2号

4－5号

1－4号

2－1号

2－3号

3－3号

83－2号

E号

G号

10号

E－3号

TR－1－202号

TR－1－203号

5-9、6-1、6-12、8-8

234号室

1－5、8－3

1B－1－5

部　屋　番　号 所　　　在　　　地 戸数 

1

1

2

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

2

4

1

2

1

間取り 

4K

4K

3K

4K

4K

4K

1LDK

3LDK

2LDK

4LDK

3LDK

2K

2DK

2DK

3LDK

3LDK

4K

4K

入居可能日 

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

H18.7.1

備　　　考 

公営住宅 

公営住宅 

 
公営住宅 

公営住宅 

公営住宅 

公営住宅 

 
特定公共賃貸住宅 

（単身者） 

 

 
特定公共賃貸住宅 

 

公営住宅 

特定公共賃貸住宅 

特定公共賃貸住宅 

公営住宅 

公営住宅 

 
公営住宅 

特定公共賃貸住宅 

特定公共賃貸住宅 

公営住宅 

公営住宅 

家　　賃（円） 

16,300～27,100

14,300～23,600

12,000～19,900

15,200～25,200

13,700～22,800

16,300～27,000

45,000

54,000

56,000

58,000

22,800～32,800

51,000

62,000

3,400～4,900

9,000～12,900

19,200～31,800

44,000

54,000

14,300～25,600

17,900～29,700

国見町野田3147番地1

国見町野田3076番地

国見町大熊毛1499の1番地

国東町重藤189番地1

国東町富来浦2361番地1

国東町田深1022番地

 

 

 

 
武蔵町池ノ内1760番地

 

 

 

武蔵町手野1077番地

武蔵町向陽台2番地1

武蔵町糸原1202番地

武蔵町糸原2060番地

 
武蔵町糸原684番地

安岐町瀬戸田750番地

安岐町下原1227番地の2 

安岐町下原508番地の36

安岐町瀬戸田612番地

6

■入居者資格 
　a現に同居し、又は同居しようとする親族がある

こと
　s現に住宅に困窮していることが明らかであるこ

と
　d県民税又は市町村民税を滞納していないこと
　f条例で定める基準の収入であること

■家賃及び敷金等 
　a家        賃　条例の規定により算出した家賃
　s浄化槽使用料　2,000～2,300円／月
　d駐車場使用料　1,000円／月（１区画） 
　f敷        金　入居時の家賃の３ヵ月相当額

■申込手続 
　入居を希望される方は、印鑑持参の上、住民票、
所得額証明書及び納税証明書などの必要書類を揃
えて、５月22日Bから６月８日Eまでに国東市役
所（国見総合支所・国東総合支所・武蔵総合支所・

安岐総合支所）の建設課（地域建設課）へお越し
のうえ、お申し込みください。

■入居可能日　７月１日G

■その他 
　入居資格のある申込者が複数あり､住宅困窮度
が定めがたい場合は、抽選とします。抽選会及び
説明会は、６月12日B午後１時30分から国東市
役所で行います。
　入居者資格等詳細については、下記までお問い
合わせください。

■問い合わせ 
　国東市役所　建設課　　　10978&25169  内線273

　国見総合支所地域建設課　10978*21114  内線213

　国東総合支所地域建設課　10978&25169  内線278

　武蔵総合支所地域建設課　10978 8̂1972  内線44

　安岐総合支所地域建設課　10978 7̂1119  内線243

国東市営（公営）住宅の入居者の募集について 
募集期間：5月22日（月）～6月8日（木） 


